
通信ネットワーク工学科                                 平成25年度 

科 目 名 
無線通信工学Ⅱ 

Wireless Communication Engineering II 
担当教員 小野安季良 

学  年 5年 学  期 通年 履修条件 選択 単位数 2 

分  野 専門 授業形式 講義 科目番号 13235037 単位区別 履修 

学習目標 

通信方式について，理論および送受信機の回路構成を学ぶ。通信工学Ⅱでは，非線形変調方式およびディジタ

ル通信方式の無線通信機器に用いられる各種の回路について学ぶ。回路の詳細な動作解析よりも，動作原理や

回路の特徴，長所短所といった事項に関して留意して学び，簡単な解説ができる程度になることを目標とす

る。 

進 め 方 

 

学習項目ごとに，黒板を使用して講義を進める。また，必要に応じて国家試験既出問題を解きながら講義を進

める。 

学習内容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 
１．角度変調(10) 
       (1)FM,PMの原理 
       (2)占有周波数帯域幅 
       (3)周波数変調回路 
２．FM送信機(5) 
       (1) IDC回路 
       (2)P回路とD回路 

角度変調方式について知っている。      D2:1 
 
角度変調方式による側波帯の広がりと帯域幅について

知っている。                D2:1 
 
角度変調方式特有の IDC 回路，P 回路，D 回路につい

て説明できる。                                                                       D2:3 

[前期中間試験](1)  

３．答案返却 

４．FM受信機(15) 
      (1)構成 
      (2)FM検波回路（周波数弁別回路） 
      (3) クォドラチュア検波，PLL検波 

 

基本的な回路構成を説明できる。       D2:3 

前期末試験  

６．答案返却 

７．FMステレオ(10) 
   (1)送信機 

    (2)受信機 
８．多重通信方式(5) 
   (1)FDM,TDM 

 

原理を説明でき，モノラル放送との違いを知ってい

る。                                                                                      D2:2 
 
信号の多重化方法について説明できる。       D2:3 

[後期中間試験](1)  

８．答案返却 

９．ディジタル通信方式(10) 
   (1) PCM-PSK方式の原理 

   (2) PSK変調方式(BPSK,QPSK) 
     (3)直交振幅変調 
１０．中継方式(2) 
１１．レーダー(3) 

 

ディジタル通信方式の代表的な方式である PSK,QAM
について説明でき，変復調回路の回路構成について

知っている。                             D2:3 
 
各種中継方式について説明できる。      D2:1 

後期末試験 
 

答案返却(1) 

評価方法 試験を80％，授業態度など（出席・遅刻・ノート提出・授業中に行う問題の提出）を20％の比率で評価する。 

履修要件 無線通信工学Ⅰ（4年）を履修していること 

関連科目 電子回路Ⅰ（3年）→ 電子回路Ⅱ（4年），無線通信工学Ⅰ（4年）→無線通信工学Ⅱ（5年） 

教  材 
教 科 書：堤坂秀樹，大庭英雄著 「テキストブック無線通信機器」 日本理工出版会 
参考資料：電波受験界（電気通信振興会） 

備  考 
第一級陸上特殊無線技士の免許取得には，本科目の単位取得が必要です。 

第二級海上特殊無線技士の免許取得には，本科目の単位取得が必要です。 


